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１．研究の背景と目的	

	 近年，産学連携による高度なIT人材の育成には，実践

的な教育が必要との認識が高まっている．そのためチー

ムによる課題解決型の実践的な教育[1]	,[2]とし

て,PBL(Project-Based	Learning)を実施する大学が増加

している．本学ではプログラミング初学者にプログラム

に興味を持たせるためにロボットPBLが実施されている．	

しかし,プログラミングに興味関心，意欲向上を示す十分

な実証データと比較がない．そこで，本学で実施された

PBLデータの分析を行った．その結果，PBLでの役割と意

欲向上には相関があることが分かった．役割を事前に均

等にするように指示を行ったグループと，指示なしグル

ープに分けて，PBL を行った．その結果，参加者のコメ

ントから有用な示唆を得ることができた．	

２．役割に着目した効果測定分析	

２．１	 提案概要	

	 まず，自身の経験から，プログラミングのPBLにおい

ては、役割に応じて関わる内容が異なり，意欲と相関関

係があると仮定した．	

	 本研究ではこの仮説の検証を行った上で役割に着目し

た意欲向上のための提案を行うものとした．提案にあた

り，	

（１）ロボットを用いたプログラミングPBLを実施し，

評価を通じて役割がどのように実施効果に寄与するのか

分析を行った．	

（２）次に，分析結果から特にプログラングにおいて役

割を事前に分担することによる効果をPBLにより検証し

た．	

２．２	 プログラミングの授業におけるPBLの実施	

	 役割に着目した分析の有効性を検証するために実際に

プログラミングのPBLを実施し，その授業内容およびア

ンケート分析を行った．	

PBL は，本学情報工学科一年生を対象とした，プログラ

ミング入門1で行った．プログラミング入門1では，プ

ログラミング初学者に対しての必修授業で，全15回のう

ち，13 回が座学でのプログラミング学習と演習であり，

2回がロボットPBLとなっている．	

	

	

対象となる一年生110名を20チームに分け，ロボットの

レース競技とロボットを自由に音楽に合わせた動作をさ

せるプログラム製作をしてもらった．PBL の直前と直後

に学生にアンケートに答えてもらい，その結果をもとに

分析を行った．	

２．３	 役割と意欲の相関	

	 役割の持つ性質によって学習効果に相関関係があるこ

とを検証するために，学生がアンケートで答えた役割を

仕事量・責任の有無・自発的か受動的かの観点から3つ

のグループに分けた．	

	

表１：役割に基づいたグループ分け	

	

グループごとの平均の比較を行ったところ役割によって

意欲向上に差が見られることが分かった． 

 
表２：役割と学習意欲の向上の平均値の比較	

 
	 そこで，2015 年度の役割と学生の積極性，学習意欲，

学習意欲の向上との相関関係を検証することを目的とし，

以下の3点についての分析を行った．	

	 まず，役割と学生の積極性の相関関係を一元配置分散

分析した結果，P値が0.0007357	***となり，P値＜0.001

より 1%水準で有意となった.このことから積極性の高い

学生が主体性の高い役割に就く傾向にあると考えられる．	
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次に，役割と学生の学習意欲の相関関係を一元配置分散

分析した結果，P値が0.3252となり,P値＞0.05より5%

水準で有意であるとは言えない結果となった．このこと

から学生の学習意欲に差は存在しないと言える．	

最後に，役割と学生の学習意欲の変化の相関関係を一元

配置分散分析した結果，P値が0.01176	*となり，P値＜

0.05 より 5%水準で有意であると言える．このことから

PBL で責任度が高い役割が学習意欲の向上に繋がる傾向

にあると考えられる．	

	 PBL における役割は学生の学習意欲とは相関関係が十

分に認められない結果となった．一方，役割は，学生の

積極性と学習意欲の変化に相関関係を持ち，積極性を持

つ学生はより責任度の高い役割に就き学習意欲が高まる

と考えられる．		

２．４	 授業内容との差分の分析	

	 アンケート項目をもとから得られる効果と 2014 年度

と2015年度の役割との有意差の比較をまとめた．	

表３:2015年度と2014年度のPBLの役割との有意性比較	

	

	 プログラミングの学習効果，課題発見，プログラミン

グへの興味関心向上，PBL以降の学習意欲，PBLの満足度

が 2014 年度には有意差がなく，2015 年度には有意差が

認められた．これは2014年度ではPBLのために用意され

たロボットの台数が 10 人のチームに一つであったこと

と，PBL 期間が 2014 年度は授業回数が2015 年度よりも

１回少なかったため，十分に学生がロボットに触れるこ

とができなかったことが原因であると考えられる．ロボ

ットに触れることの機会が減ることでPBLに参加への意

欲が減ったと考えられる．		

	 2015年度のPBLの振り返りアンケートを実施後に行い，

PBL での役割でプログラミングに関わりの有無での PBL

の満足度の比較を行った．	

  関わっていない 関わった 

とても満足 13% 10% 

やや満足 23% 28% 

あまり満足でない 45% 49% 

不満 19% 13% 

表４：プログラミングの関わりでの満足度の比較	

	 プログラミングに関わっていなかった学生にはプログ

ラミングへの意欲向上を見せた学生がいた．また，アン

ケートでの PBL への不満は，PBL そのものではなく自分

がプログラミングできなかったことに対しての不満であ

るという意見がみられたため，一人一人がプログラミン

グに関わることが重要であると考えられる．	

	

３．役割を考慮したPBLの実施評価	

３．１．PBLの実施概要	

	 プログラミングの役割分担がプログラミングへの意欲

向上に寄与することを検証するための実証実験を行った．	

本学情報工学科3年生9名を対象に，2チームに分け,ロ

ボットのレース競技とロボットを動作させるプログラミ

ング製作をしてもらった．学年が異なりプログラミング

の知識が一年生よりもあるため，ロボットを動作させる

プログラミング製作ではセンサーから値を取りロボット

に入力し動作させるように難易度を変え実施した．	

	 ルールとして役割を事前に均等にするように指示を行

ったグループと，指示なしグループに分けて，PBL を行

った．	

３．２．アンケート分析	

	 アンケート結果では指示なしグループの評価の平均が

高い結果となった．原因として指示なしグループではア

ンケート集計時に３人が回答をし，アンケートを得られ

なかった学生がチーム内で参加率が低いと思われる学生

だったことと，学年が上がりチームでの役割分担を行う

ことがうまくいっていたことが考えられる．	

３．３．効果の考察	

	 PBL 参加者にインタビューを行った結果，プログラミ

ングの役割を分担の指示があることで，グループ内で良

好な協力関係を取れたという肯定的な意見を得ることが

出来た．また，一人一人が責任を持ってプログラミング

を行うのでプログラミングの意欲向上に寄与する効果が

あると考えられる．	

	

４．まとめと今後の課題	

	 今回の結果では元々学習意欲の低い学生でも,PBL を

通してプログラミングへ興味を持つこと，プログラミン

グの役割分担をすることでプログラミングの意欲向上の

効果が得られることが明らかとなった．今後の課題とし

ては，一年生を対象としてプログラミングの役割分担を

行い，比較を行う必要がある．	
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得られる効果	 2014	 2015	

積極性	 ○	 ○	

プログラムの学習効果	 ×	 ○	

事前の学習意欲	 ×	 ×	

課題発見	 ×	 ○	

プログラムへの興味関心向上	 ×	 ○	

ものつくりへの意欲	 ×	 ×	

PBL以降の学習意欲	 ×	 ○	

コミュニケーション	 ○	 ×	

満足度	 ×	 ○	
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